


























































Onomatopoeia : the fact of words containing sounds similar to the noises they describe, for ex-















































































I peeped at the answer. 「こっそり答えを見た。」
I glanced at my watch. 「時計をちらっと見た。」
●「笑う」という表現
The baby smiled at her mother. 「赤ん坊は母親を見てにっこり笑った。」
I chuckle while reading. 「本を読みながらくすくす笑う。」








 …she remembered trying to box her own ears…
自分の両頬をぴしゃぴしゃぶとうとしたこともある。
 …and the small ones choked and had to be patted on the back.
小さな鳥たちは喉を詰まらせ背中をとんとんたたいてやらねばならないのだ。
 …then it watched the Queen till she was out of sight : that it chuckled .
それから女王の姿が見えなくなるのを待ってから、くっくっと笑い出した。
 …though still sobbing a little now and then，…
それでもまだ、とおきおりしくしく泣きじゃくる
 …and he went on muttering over the verses to himself…
なおも詩の文句をぼそぼそひとりでつぶやいた。
 …，who was gently brushing away some dead leaves that had fluttered down from the trees
upon her face.
顔にひらひら舞い落ちてきた枯葉を、姉が優しく払いのけているのだった。
 …had got the face of a little old man, and grinned at her.
小さな老人の顔をして、彼女ににたにた笑いかけている。
	 She was getting a little giddy with so much floating in the air，…
そんなにふわふわ空中に浮かんでいたものだから、彼女はちょっぴり目がまわりかけて





 …cried the Tiger－lily, waving itself passionately from side to side, and trembling with excite-
ment.
鬼百合は叫び、左右に激しく身を揺らせ、興奮してぶるぶるふるえだした。
 …it panted, bending its quivering head towards Alice，…
鬼百合はあえぎつついい、ひくひくふるえる首をアリスに向けた。
 …with the wind whistling in Alice’s ears，…
アリスの耳には風がびゅんびゅん鳴り、
 She was rambling on in this way when she reached the wood，…
こうしてぶらぶら歩いているうちに、森に着いた。
 …he said to the King, just glancing at him as he passed.
通りすがりにちらりとキングを見て、彼はいった。











































































































































































項 目 種類数 用 例
 物の音
を表す
１０
がん・たしーんたしーん・たたーん・どぅん・どーん・どかーん・ばーん・ば
ん・ぴんぽーん・べしっ
 状態や
様子を
表す
３１
がー・がたがた・ぐっちゃ・ごろごろ・さらさら・しっとり・しゃきーん・ば
っさー・ばりばり・びしっ・ぴちぴち・べたべた・もちもち・もわもわ（以上、
物の状態）
おっとり・がんがん・ぐいぐい・ぐだぐだ・ぐまぐま・さくっ・しゅっ・ずき
ずき・すぐっしゅ・だらだら・ちゃらちゃら・ちょん・つんでれ・ぴんぴん・
へろへろ・ぽこぽこ・もげもげ（以上、人の動作や様子）
 気持ち
を表す
４３
うぎゃー・おふっ・およよよよ・おろおろ・がーん・がちょーん・がっ・がっ
くがく・がびーん・がびょーん・かりかり・ぎゃあ・きゃふーん・くぅー・く
すくす・ぐちゃぐちゃ・ぐるぐる・げっ・しーん・しょえー・ずーん・ZZZ・
ぞわぞわ・だー・たらーん・たららー・たりーん・ちーん・ちょいー・ちょ
びーん・てろーん・てんてんてん・どぅーん・どーん・どきどき・どどーん・
にゃー・に゛ゃー・ぱっぱらぱー・ばりばり・ひー・ほわーっ・わくわく
合 計 ８４
図４
が気持ちを表す擬音語・擬態語である。
例えば、「テスト勉強した？」「あっ、忘れた、チーン」やギャグがすべったときの「チーン」
は「むなしい、失敗したな」という気持ちを表している。もう一度確認するが、擬音語とは「動
物の音声や物体といった自然界の音響を言語音で表した音」のことである。「チーン」という音
はお葬式の時に使う鐘の音を表している。しかし若者はこの擬音語「チーン」を物音として扱う
のではなく、音がするときの気持ちを表しているのである。ここでは「むなしい、失敗したな」
という気持ちを鐘の音で表現している。図４にある（１）、（２）よりも（３）の数が多いのを見
ると、若者が２回に１回はオノマトペを使って気持ちの表現として使用していると言える。
では何故若者は気持ちを表す用法として使用するのか。山口仲美（２００７）は若者の性質につい
て、「仲間意識を持ちたい自分の気持ちを伝えたいしかも感情的に伝えたい。またじゃれ
あいの時期であるため言葉で遊び、	笑いを取って仲間の気をひきたい。さらに、
かっこよ
く振る舞って、異性の気を引きたい。また傷つきたくない。」という。この若者の性質を汲み
取る用法の１つがオノマトペなのである。若者は気持ちのサインを送る時に直接的に伝えること
も出来るが、傷つきたくない。そこで出来れば直接ではなく感覚的に伝えたいという思いからオ
ノマトペを多用する傾向に繋がっているのである。
オノマトペと同様に、日本の若者は携帯メールや LINE（注１）で絵文字や顔文字を多用する。
それだけでなく、手紙でも、手書きで絵文字や顔文字という補助手段利用して気持ちを表現する。
今は世界でも“EMOJI”として定着しつつあるが、海外ではしばしば絵文字は装飾記号や約
物にすぎなかった。しかし日本では、絵文字を単なる装飾記号としてではなく、表意文字と表音
文字の２つの用途として使用しているのである。そのため絵文字もオノマトペと同様に、気持ち
を表し、感覚的な表現を好む若者の性質を担うものとして多用されていると考えられる。
―２３４―
ｒｖｅｒ／コミュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１６・Ｂ５／なかむら／２２５‐２４０　オノマトペの　西見　　Ｅ
５．漫画とオノマトペ
５－１．漫画とオノマトペの関係性
４－２で、若者がオノマトペを「気持ちを表す」ものとして使用していると述べたが、さらに
山口仲美（２００７）は、その要因として最も影響を与えているのは漫画であると指摘する。この章
では『マンガはなぜ面白いのか』（夏目房之介，１９９７）、『漫画原論』（四方田犬彦，１９９９）、『若者
言葉に耳をすませば』（山口仲美，２００７）を元に考察する。
初めに小説と漫画の違いは何か。小説ではオノマトペに頼ることなくあらゆる言語を駆使して、
状況や心理を描写することが可能である。それに対し、漫画というのは決まったスペースしか与
えられていない。その条件の中で具体性・感覚性を伝えるためにオノマトペが最適なのである。
オノマトペは漫画内で音声的役割を果たす。例えば図５の森の中を少年が歩いているコマでは
「シーン」というオノマトペが描かれているが、この「シーン」という文字があることで、そこ
に静寂や静かな時間の経過を感じることができる。もしそこに「シーン」という音がなければ、
静かであると読み取れないかもしれないし、ただ時間の止まった風景にも見える。こうしてオノ
マトペは音のない音を表すのに最適なのである。さらにオノマトペの描き方も重要である。もし
これが爆発音のような形の文字で書かれたら、この静寂というニュアンスは崩れてしまう。オノ
マトペは音声的にも視覚的にも漫画内で大きな役割を果たしているのが理解できる。
こうしたオノマトペの持つ働きに注目し、戦後手塚治虫を筆頭に使われるようになるが、その
頃（およそ６０年代）よりも現在に進むにつれ、飛躍的にオノマトペの使用頻度は高くなっている。
その実例として、同じ SFアクション漫画『鉄人２８号』（横山光輝，１９６９）と『北斗の拳』（原
哲夫・武論尊，１９８４）の冒頭１６ページを見ると、後者は前者に比べておよそ３倍の数のオノマト
ペが使用されている（前者は１４種類・合計で２３回、後者は５３種類・合計６１回）。さらに詳しく見
ると、『鉄人２８号』では、複数の人間が同時に走る場合は「ドタドタ」、巨大ロボが歩く場合は「ズ
シンズシン」と既存の決まりきった擬音を状況に応じて選び用いている。しかし２５年後に出版さ
れている『北斗の拳』では、巨大な釜に燃え盛る炎の音を「ゴオアアアッ」や「ゴゴゴ」、「ボオ
オオ…」と作者が新しく考案して場面に応じて表現方法を変えている。
こうした作者がオノマトペを生み出していく背景にあるのが、漫画の多様化である。漫画は６０
図５
―２３５―
ｒｖｅｒ／コミュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１６・Ｂ５／なかむら／２２５‐２４０　オノマトペの　西見　　Ｅ
図６ 図７
年代から現代に向けて多様化したため、他の漫画と差異化するために作者が独自でオノマトペを
作っていったと考えられる。その傾向について『へんな言葉の通になる』（２００７，１８８）で得猪外
明は「漫画家は独自の感覚を表現するために、辞書にない言葉を次々に作っていく。辞書に載せ
られるような月並みな語を使っていては勝負にならないのである。」と述べている。
５－２．漫画の心理描写
では若者がオノマトペを「気持ちを表す」ものとして使う理由を漫画と絡めて考えていく。
５－１で漫画内のオノマトペは具体性や感覚性を出すために音声的にも視覚的にも効果的な役
割を果たすと述べたが、それ以外にもオノマトペが効果的である理由に「心理描写」がある。
例えば、『バリバリ伝説』（しげの秀一）での１コマに出てくる「どおかああん」（図６）は、
女の子に告白されたときの男の子のびっくり仰天な気持ちを表している。本来「どおかああん」
は、何かが爆発したときの音である。しかしここでは実際にその音が鳴っているのではなく、爆
発したようにびっくりした気持ちとして表現しているのである。
また『巨人の星』（梶尾一騎・川崎のぼる）の「ガーン」という音（図７）。これも実際に音が
鳴っているのではなく、重い衝撃音を使いショックな気持ちを表現している。
このように漫画ではオノマトペを用いて、表現しにくい心理を描いているのである。漫画が多
様化し深く浸透する世代にいる若者は、漫画家によって次々と生み出されていく溢れたオノマト
ペと、それを使い心理状態を表すという技法に影響されて、日常会話でごく自然の言葉として使
用していると考えられる。
６．オノマトペの可能性
６－１．海を越えたオノマトペ
若者と漫画の関係性から、日本でオノマトペが進化するのは、漫画の影響も１つの要因である
と述べてきた。では、今や日本の漫画は世界に“MANGA”として輸出されているが、次々と変
化し、独特のニュアンスを持つ日本語オノマトペはどのように翻訳されているのだろうか。
アメリカを例に見てみると、日本語のオノマトペと同じ意味を指す英語のオノマトペがある場
合は、その単語を用いて描かれる。例えば「ばちん！」という音であれば、似た意味を持つ英語
「slap！／smack！」を使用し、何かを食べる音である「むしゃむしゃ」は「om nom／nom nom」
―２３６―
ｒｖｅｒ／コミュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１６・Ｂ５／なかむら／２２５‐２４０　オノマトペの　西見　　Ｅ
と当てることが出来る。しかし英語に比べて日本語のオノマトペの数が多いことや、漫画家独自
で生み出され進化したオノマトペがあることから、英語に翻訳することが出来ないという事態が
発生する。その場合、３つの方法によって翻訳される。
（１）単語や形容詞を使って説明をする
例えば、雨が降る音の「サー」は英語のオノマトペで表現しにくいため、そのまま「rain／rain-
full」と描かれ、髪の毛のサラサラや川のサラサラの「サラサラ」という音には「silky／smooth」、
静寂の「シーン」には「silence」のように、オノマトペを用いず単語で説明をする方法である。
しかし、「silky」であれば日本語で言うと「なめらか」と描かれているようなものであり、違和
感が残る。そこで次の２つの方法が使われる。
（２）新たなオノマトペを作る
（１）でも述べたように日本の漫画内でたちまち見られる静かな音の「シーン」という表現や、
顔色の変化を表す「スゥ」という音、また体の振動である「ピクピク」といった静寂・無音を表
すオノマトペは英語にはない。普通はそこには何も書かないというのが原則である。何故ならア
メリカでは漫画内で描かれるオノマトペは実際に音が鳴ったとして考えられてしまうからであ
る。そこで、例えば顔の変化を表す「スゥ」には「FSSH」、体の細かい振動を表す「ピクピク」
には「FZZ」といった、新たな音を作って言葉を当てている。（NHK みんなでニホン GO！・
第６回）
（３）日本語のオノマトペをそのまま使用する
また（２）以外に、例えば、矢が飛ぶ音である「ひゅるるるる」に「hyururururu」とそのま
まローマ字を当てる方法と、「ひゅるるるる」というように、オノマトペに手を加えずそのまま
日本語で表記してしまう方法がある。
漫画が“MANGA”として海外の子供たちに読まれていく中、特に（２）や（３）といったオ
ノマトペの翻訳が、漫画の人気と共に海外の子供たちの音の捉え方に影響を与えており、静寂も
音で表せるということを理解出来るようになっている（NHK みんなでニホン GO！・第６回，
アメリカ版ナルト編集者 談）。
筧寿雄・田守育啓（１９９３）は日本語のオノマトペは擬音語と擬態語があるが、英語のオノマト
ペは擬音語が主であり、擬態語は少数であると述べている。しかし漫画が世界に浸透していくに
つれ、こうした他言語のオノマトペの特徴も、変化していく可能性がある。漫画内の絵とその絵
の側に描かれるオノマトペによって、今後も例えば「hyururururu」は「矢が飛ぶ音」といった
具合に日本語で捉えていた音の認識が海外でも受け入れられていくと考えられる。
６－２．メディカルオノマトペ
漫画を通して海外における日本語オノマトペの可能性を述べたが、日本国内でも現在新たな方
向でオノマトペが注目されている。それが医療の現場で役立つ「メディカルオノマトペ」である。
NEWSポストセブン（２０１３年１１月２２日）によると、痛みについてより明確に伝えようとオノマ
トペを使って説明する患者が増えてきているという。ファイザーエーザイの CM（２０１４）で神経
障害性疼痛の痛みを「ビリビリ、ジンジン、チクチク」と表現し、この痛みを感じる人は一度病
―２３７―
ｒｖｅｒ／コミュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１６・Ｂ５／なかむら／２２５‐２４０　オノマトペの　西見　　Ｅ
院へ行こうという啓発 CMがあるが、この CMでも痛みをオノマトペで表している。また、産
経ニュース（２０１５年９月１３日）によると、オノマトペと患者の痛みによる調査で、７４．７％の人が
「医師や看護師に痛みをうまく説明できなかった」と回答しているが、痛みを表現する際に、ズ
キズキなどのオノマトペを活用している人は８２．８％であり、オノマトペを使ったことで痛みを理
解してもらえた、と考えている人は８０．６％に上ったとされている。また同記事では、医療現場で
患者の痛みの程度や質を客観的に評価することは治療の上で重要だが、非常に困難とし、そこで
オノマトペが有効であると述べている。例えば火傷のあとのような「ヒリヒリ」する痛み、電気
が走るような「ビリビリ」した痛みを感じたら、神経障害性の痛みの可能性がある。あるいは「ガ
ンガン」がなくなり、電気刺激がはしるような「ピリピリ」が残っているとすれば、病歴から偏
頭痛は改善されたが、帯状疱疹などの神経痛の痛みは残っていることが分かる。
こうして日常会話で無意識に使用しているオノマトペが医療といった分野でも効果を発揮して
いるのである。
おわりに
本論をまとめると、オノマトペが次々と日常に溢れ進化していく大きな要因として、若者の存
在にあることがわかった。主に若者文化に広がる漫画などの影響から、オノマトペの効果的な使
い方を手に入れる。そして若者は自分たちの「感覚的に気持ちを伝えたい」という思いからオノ
マトペを使用するようになるのである。
オノマトペは日本語の「へそ」とあるように、日本の文化をもろに受けて確立していった。自
然に耳を傾け、声を感じる日本の自然観から、和歌や短歌の技法として最適であったオノマトペ
が、現代の日本では漫画の中で大きな役割を果たしている。つまり、オノマトペはその時々のカ
ルチャーの中で効果を発揮していると言える。そのためオノマトペが日本語の中心的位置の「へ
そ」とされるのも納得出来る。今後オノマトペが日本の文化のどういったジャンルで効果を発揮
するのか注目していきたい。
また、オノマトペは子供っぽくだらしないとうマイナス面もあったが、プラス面も十分にある
ということがわかった。容易に作り出すことが出来ることから、他の漫画や商品との差別化を可
能にする。さらに、オノマトペを使用することで、想像力も働くのではないだろうか。『情報を
生み出す触覚の知性』（２０１４）の中で渡邊淳司は、「ざりざり」という言葉があれば、日本語を話
す人は既存する言語の情報から、粗く尖った様子を思い描くと指摘しているが、実際にやはり「な
めらかで丸みを帯びたもの」というよりは、「粗く尖ったもの」を想像してしまう。オノマトペ
は想像力や感覚力を刺激するものとして捉えることも出来る。
オノマトペは日常的に使用されているが、意識して注目する機会は少ない。しかし、オノマト
ペは意外にも私たちの会話に大きな影響を与えている。雨が降るにも、「しとしと」「ザーザー」
と短い言葉で感覚的に微妙なニュアンスを伝えているのである。論理的に自分の気持ちを表すこ
とも大切だが、オノマトペを効果的に使用することで、私たちのコミュニケーションを円滑に、
臨場感に溢れたものとして運んでいくだろう。
【注】
（１）LINE：無料でメッセージ交換や音声通話ができるサービス。
―２３８―
ｒｖｅｒ／コミュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１６・Ｂ５／なかむら／２２５‐２４０　オノマトペの　西見　　Ｅ
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